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図１ 食洗機で約半年間洗浄した漆器の一例 

(左：洗浄前、右：洗浄後) 

図３ 水を添加した漆を用いた刷毛目塗のパネル 

図２ 有機酸金属塩の添加量と 

漆の硬化時間 
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漆の性能を定量的に評価し、付加価値の

高い新しい漆器商品の提案につなげるため

に、①業務用食洗機による会津漆器の耐久

性試験、②漆塗料への金属イオンの添加、

③漆塗料への水の添加に取り組みました。 

 

 
①会津漆器の業務用食洗機に対する耐久

性を検証をしました。飲食店で料理の提供

と洗浄を行い、試験後の不良解析を行いま

した。②漆に有機酸金属塩を添加し、添加

量と硬化時間の関係性、耐候性試験による

退色性の評価を行いました。③水を添加し 

 

 

 

 

 

 

 

た漆の活用方法の提案として、刷毛目塗の

パネル製作を行いました。 

 

 

①伝統的な技法で製造された漆器でも、

技法を選択することにより、業務用食洗機

を用いた 1000 回以上の洗浄に耐えること

が分かりました(図１)。②漆に有機酸金属

塩の添加量が増えることで漆の硬化時間が

遅くなること(図２)、添加する金属によっ

て退色性が異なることが分かりました。③

水を添加した漆を用いて、刷毛目塗のパネ

ルを製作しました。水道水を添加しました

が、硬化不良等起こさないことが分かりま

した(図３)。 
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